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新潟米マンスリーレポート 

（令和２年 12 月号） 

≪今月の特集①≫ 
 
 
 
 
 

農林水産省は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」（11 月公表）で、令和３

年産の主食用米等生産量を２年産よりも 30 万トン少ない 693 万トンと設定しています。 

本県においても、民間在庫が積み上がっている中、需要減にしっかり対応する必要がある

ことから、国の基本指針を踏まえ、主食用米の県生産目標を数量で 52 万トン、面積に換算

して 95,500ha と設定しました。 

また、非主食用米等の生産目標については、水田フル活用の観点から、過去の取組実績や

近年の伸び等を踏まえて設定しています。 

令和３年産については、拡大された国・県の支援策（次頁参照）を最大限活用し、非主食

用米や大豆、高収益作物等の生産に積極的に取り組み、農業経営を守りましょう。 

【令和３年産 主食用米生産目標】 

県生産目標の考え方 
生産目標 

数量（トン） 面積（ha） 

令和３年産全国適正生産量       県需要量シェア 

  （693万トン）       （過去５年平均：7.5％） 

520,000 

（▲75,400） 

95,500 

（▲11,200） 

                                              ※カッコ内は令和２年度実績との差 

 

【令和３年産 非主食用米等生産目標】 

用途 R２ R３目標 拡大面積 用途 R２ R３目標 拡大面積 

加工用米 5,056 9,000 3,944 大豆 3,754 5,000 1,246 

米粉用米 1,695 2,500  805 麦 170 190 20 

新市場開拓用米 1,134 2,500 1,366 高収益作物 5,500 6,000 500 

飼料用米 1,876 5,000 3,124 そば等 799 800 1 

WCS用稲  370  430   60 計 25,085 36,420 11,335 

備蓄米 4,731 5,000  269     

令和３年産米の県生産目標を設定しました 
新型コロナウイルス感染症感染拡大による外食需要の減少などを踏まえ、 

主食用米の生産目標は 52 万トン(令和２年実績▲75,400 トン)へと減産します 

 

× 
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≪今月の特集②≫ 
 
 
 

 

令和３年産の非主食用米等については、農業者が主食用米と遜色ない収入が確保できるよ

う、国や県による様々な支援策が拡充されています。 

これらを活用し、非主食用米等の生産拡大による需給環境の改善に取り組みましょう！ 

（国の支援については、詳細が判明次第、次月号以降でお知らせします。） 

  

 

支援策 支援概要 支援単価 

新潟米等輸出力・ 

国内供給力強化事業 

（県９月補正） 

非主食用米等の拡大面積に対し支援 5,000 円/10a 

新市場開拓に向けた 

水田リノベーション 

事業 

（国・R2 ３次補正） 

輸出・実需ニーズに応えるための輸出

用米、加工用米、麦・大豆、高収益作

物の低コスト生産技術等の導入支援 

40,000 円/10a 

麦・大豆収益性・生産

性向上プロジェクト 

（国・R2 ３次補正・

R3 当初） 

麦・大豆等水田農業の生産体制強化の

ため、団地化の推進や栽培技術の導入

に対し支援 

最大 

15,000 円/10a 

国による都道府県の拡

大支援への追加的措置 

（国・R3 当初） 

都道府県が転換拡大に取り組む生産者

を支援する場合、国が同額を追加支援 

最大 

5,000 円/10a 

産地交付金（県枠） 

現行の加工用米・新市場開拓用米の複

数年契約への支援に加え、インセンテ

ィブの不足する品目への支援を新設予

定 

支援内容や単価は

１月中旬に決定 

します 

 

令和３年産の非主食用米への転換に対する支援が 
拡充されています 
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(１)一般コシヒカリ 

11月時点の２年産一般コシヒカリの販売比率

は、前年比４ポイント減の18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２）魚沼コシヒカリ 

11月時点の２年産魚沼コシヒカリの販売比率

は、前年比１ポイント減の20％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

新潟米の販売状況 
 

 概況   令和２年 11 月末時点の２年産新潟米の販売比率は前年を下回っており、民間在庫は

前年から 2.3万トン増加している。また、相対取引価格は前年同期に比べ、新潟一般コシヒ

カリが 60kgあたり 350円下回り、魚沼コシヒカリが 922円下回っている。 

販売比率 
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(１)新潟米 

11月時点の新潟米の民間在庫(うるち米)は、

前年同月から23千トン増の329千トンとなり、前年

を17か月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)全国 

11月時点の全国の民間在庫(うるち米)は、前

年同月から30万トン増の346万トンとなり、前年

を15か月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

在庫状況 
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(１)一般コシヒカリ 

11 月時点の一般コシヒカリの相対取引価格 

(１等)は、前年同月に比べ 350 円下回り、

16,773 円(玄米 60kg、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

11 月時点の魚沼コシヒカリの相対取引価格 

(１等)は、前年同月に比べ 922 円下回り、

20,049 円(玄米 60kg、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対取引価格 
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(１)一般コシヒカリ 

10 月時点の一般コシヒカリの小売価格は、前

年産を下回っており、前月比▲23 円の 2,180 円 

（５kg 袋販売時換算、税込）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

10 月時点の魚沼コシヒカリの小売価格は、前

年産を下回っており、前月比▲71円の2,656円 

(５kg 袋販売時換算、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小売価格 

(POSﾃﾞｰﾀ) 

発行元：新潟県農林水産部農産園芸課 

ＴＥＬ：０２５－２８０－５２９５ 

ＵＲＬ：https://www.niigatamai.info 

編集後記～今年もお世話になりました～ 

あっという間に年の瀬ですね。新型コロナウイルス感染症の影響もあり、世の中がずいぶんと変わってしま

いました。 

さて、もうすぐお正月。お正月といえばお餅です。今ではスーパーで包装餅が販売されており、一年中 

おいしいお餅を楽しむことが出来ますが、やっぱりつきたてのお餅はおいしいですよね！ 

我が家では、毎年お正月にはお餅をつきます。１升臼に蒸したもち米５合をペッタンペッタン、杵 

でつきます。子供たちも毎年楽しみにしており、いつまでも続けたい我が家のイベントです。 

新しい年は、皆様にとって幸多き年でありますようお祈りいたします。どうぞ良いお年をお迎えください。 



 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

販売状況 

契約状況 



契約比率  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


